
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

活動場所 大分市大字入蔵（野津原地区） 

 
 
概 要 
 

宇曽
う ぞ う

嶽
たけ

神社は標高６４０ｍの宇曽山頂にある神社

で、子供の虫封じの神として有名です。入蔵自治区

の住民は宇曽嶽神社の氏子（氏神をまつる権利と義

務をもつ地域集団の成員）であり、古くから神社と

山道の清掃活動を行っていました。 

この神社へ続く山道が大分市森林セラピーのひと

つである「宇曽山セラピーロード」となり登山客が

増えたことから、山道の路肩の草刈りや土砂の撤去、

自治区内の道路の清掃や休耕田での花植え等、地域

における美化活動にも活動の幅が広がっています。 

 宇曽山頂にある宇曽嶽神社は、北側に由布岳や鶴

見岳が一望できる大展望所となっています。 
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